







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































して『結合法論j(Dissertatio de arte combinatoria，1666)が書かれたのは
すでに見たが，マインツ選帝侯ヨハン・フイリップ・フォン・シェーンボルン
に『法学教育・研究の新方法j(Nova Methodus discendae docendaeque 
J urispruden tiae， 1667)が献呈されたのも同一のコンテクストにおいてであっ






































































































( 0) i盲目の秋 1J (大岡昇平編『中原中也詩集J[岩波文庫])
( 1 ) r論語J(岩波文庫)巻第六 先進第十一
( 2 ) rエセーJ(岩波文庫)第一巻第二十章， 第二巻第十二章
( 3 ) rエミールJ(岩波文庫)第一編，第四編
( 4 ) ウンベルト・エーコ『完全言語の探求J(上村忠男・慶石正和訳，平凡社， 1鈎5)45ペー ジ。
( 5 ) 問書44ペー ジ。
( 6 ) 同書53ペー ジ。
( 7 ) i初めに言葉あり，言葉は神とともにあり，言葉は神なりきJ(ヨハネによる福音書 1-1)
(8) G.W.Leibniz， Scientia Generalis. Characteristica， XIV (Die philosophischen 
Schriften 7， herausgegeben 'von C.I.Gerhardt， 1978， Georg Olms Verlag [以下 G.
刊と略記，他の巻も同様]，S.200.) 









田允茂監訳，向井久他訳，シュプリンガー・フェアラーク東京株式会社， 1996) 20ペー ジ。
(13) 1696年2月21日ハンブルクの法律家ヰンケンテイウス・プラッキウス宛の手紙(岩波
文庫版『単子論J9ペ}ジ)
(14) ポール・アザール fヨーロッパ精神の危機J(野沢協訳，法政大学出版局， HJ73) 272ペー
ン。
-151 (385)一




(17) Gottfried Wilhelm Leibniz: Philosophical Papers and Letters， ed. by Leroy E. 






















『人間知性新論J[米山優訳，みすず書房， 1987， 211・212ペー ジ])。
(18) Loemker，p.60 n.22. 
(19) ミッシェル・セール『哲学を讃えてJ(米山親能・和田康・清水高志訳，法政大学出版
局， 2000) 98ペー ジ。
(20) Loemker，p.264. 













(26) Nova， Methodus discendae docendaeque Jurisprudentiae，1667 ( upera omnia，ed. 
L.Dutens，vol. Nふ8.159・230)，Pars n ~ 5 (8.181) . 
(27) Hans-Peter 8chneider， Justitia Universalis (Vittorio Klostermann Frankfurt 
am Main 1967) ， 8.421. 
(28) G.Grua， Jurisprudence universelle et ThらodicらselonLeibniz (Paris， France 
1953， Garland Publishing，Inc. New York & London 1985) p.24. 
(29) ミッシェル・セール『哲学を讃えてJ220ペー ジ。
(30) ライプニッツのシステム，あるいはバロック的世界については，とりあえず参照，拙著
『普遍記号学と法哲学J(ミネルヴァ書房， 1993) 38・41ペー ジ。




(33) ジル・ドゥルーズ『袋一一ライプニツツとバロックJ(宇野邦一訳，河出書房新社， 19 
98) 9ペー ジ。
(34) 参照， i:理性に基づく自然及び恩恵の原理J~ 13 (岩波文庫『単子論J162ペー ジ)， i単
子論J~61 U単子論J272ページ)
(35) ミシェル・セール『ライプニッツのシステムJ(竹内信夫・芳川泰久・水林章訳，朝日
出版社， 1985) 7-8ペー ジ。
(36) 山本信『ライプニッツ哲学研究J(東京大学出版会， 1953) 151ペー ジ。
(37) 同書287ペー ジ。
(38) J.Baruzi，“Trois Dialogues mystiques inもditsde Leibniz;"“Leibniz.A vec tex切s
inedi句."(後掲 AllisonP.Coudert，Leibniz and the Kabbalah，p.2からの重引)
(39) Baruzi，Leibniz et l'organisation religieuse de la ter・re，p.495ff.(Coudert，Leibniz 
and the Kabbalah，p.10からの重引)
(40) Allison P.Coudert，Leibniz and the Kabbalah (Kluwer Academic Publishers， 
1995) 














(44) Robert Couzin， Leibniz，Freud and Kabbala (Gottfried Wilhelm Leibniz. Critical 
Assesments. Edited by R.S.Woolhouse. Volume N， Routledge 1994， pp.515-533) 
pp .516-517. 
(45) Leibniz， Historia et commendatio linguae charactericae universalis quae simul 
sit ars inveniendi et judicandi. (G.四)山内志朗訳『普遍的記号言語J(r哲学 vol.l-
4，AIの哲学回路・汎智学・脳梁J[哲学書房， 1988，110・121ペー ジ])110・111ペー ジ。





















(50) J.Politella， Platonism，Aristotelianism， and Cabalism in the philosophy of 




(53) Coudert， Leibniz and the Kabbalah，p.157. 












(55) Nova Methodus.， Pars U ~ 29. 
(56) 大木雅夫『日本人の法観念西洋的法観念との比較J(東京大学出版会， 1983) 1・2ペー ジ。

























論J[高橋允昭訳，季刊「パイデイアJ1，竹内書庖， 1972] 174ペー ジ)。
(60) ミッシェル・セール『哲学を讃えてJ242-243ペー ジ。




(63) 塩沢由典『市場の秩序学J(ちくま学芸文庫， 1998) 208・246ページ，同『複雑系経済学
-155 (389)一







51 [中央公論社， 1970] 352-353ページ)
(65) 拙著『理論法学の方法j(世界思想社， 1978) 117ペー ジ。
(66) 1正義とは知恵に適合した思いやりである。思いやりとは万人に対する善意である。J
(Justitia est charitas sapientis. Charitas est benevolentia generalis.)とライプニッ
ツは定義する (Initiaet Specimina Scientiae novae Generalis， G. vn， S;73)。
(67) Patrick Riley， Leibniz' Universal Jurisprudence (Harvard University Press， 
1996) p.261. 
-156 (390) -
